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研究成果の概要（和文）：山口県のBSE検査システムと連携し、MRI装置を使ったウシの頭部疾患

の生前診断法「脳ドック」を発展させ、以下の結果が得られた。(1)安全で確実なウシ脳のMRI

診断システムの確立とその利用。(2)ウシの頭部や脳疾患への応用。(3)MRI撮像や麻酔時間の短

縮による「脳ドック」の診断技術の向上。(4)飼育牛を用いた継時的なMRI検査(5)BSE発症年齢牛

に対する生前と死後のMRI検査所見の比較、(6)BSE疑似患畜に対するMRIの臨床応用と鑑別診断法

の確立。 

研究成果の概要（英文）：In cooperation with BSE testing system of Yamaguchi Prefecture, 

to develop antemortem diagnosis of head of cattle disease using MRI apparatus the "brain 

dock", the following results were obtained. (1)The reliable and safety use and 

establishment of MRI diagnostic system of bovine brain. (2) Application to brain disease 

or head of cattle. (3) Improvements in diagnostic technology by shortening of anesthesia 

time. (4) MRI imaging of "brain dock" using farm cattle.  (5) Establishment of 

differential diagnosis method MRI examination over time typical of using a comparison 

of MRI findings after death and living to the age of onset BSE cattle. And (6) clinical 

application of MRI to BSE suspected affected animals. 
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１． 研究開始当初の背景 

牛伝達性海綿状脳症（ＢＳＥ）は、ウシプ

リオン病と呼ばれ、その確定診断については、

数年内に実用化できる生前診断法は無いと

推察する専門家もいる。ヒトプリオン病はウ

シプリオン病の様に安楽死後に検査するこ

とは不可能であり、生前診断の精度が重要で

あり、ここ数年来、磁気共鳴画像（MRI）装

置による画像診断が診断に有用であること

が示された。特に、MRI拡散強調画像（DWI）

による視床、基底核、脳皮質表層の高信号、

FLAIR 画像による基底核の高信号が診断の指

標になることが報告されている。さらに、WHO

のｖCJD 診断マニュアルでは、視床の両側性

高信号が確定診断基準の一つに挙げられて

いる。 

 一方、ウシの脳疾患のＭＲＩ検査について

は、国内外において報告は少ないが、申請者

らが、平成５年に我が国の獣医学領域で最初

に MRI 装置を導入して以来、申請者が中心と

なって世界に先駆けて研究しているテーマ

であり、ウシの脳ドック実施体制は整ってい

る。また、平成１８年３月には、高解像力を

備えた新機種 MRI(0.4T)が導入された。これ

までの 0.2T 機種になかった FLAIR 画像（水

の信号を抑制）を有する特徴があり、子牛の

ビタミンＢ１欠乏による大脳皮質壊死症の

生前診断に有効であった。 

２．研究の目的 

ウシの脳疾患は、ＢＳＥやウイルス感染症

など、比較的発生が多く詳細な鑑別診断が重

要である。平成１３年９月、我が国で初めＢ

ＳＥが確認されて以来、ウシ脳の特定部位検

査がルーチン業務として実施されている。し

かし、特定部以外の脳については、業務の煩

雑さも加わり、殆どが実施されず、脳マップ

さえも確立していないのが現状である。人医

学では、死体解剖前には必ずＭＲＩ等により

画像診断し、解剖検査の支援を行っている。

本研究は、日常的なＢＳＥ全頭検査システム

と連携し、それらの検査前にＭＲＩによる生

前または死後の「脳ドック」を実施すること

である。生前および死後の脳ドックは、解剖

検査を支援し、病理検査データも取得できる

ことから、ウシの脳疾患を知る上で大きなチ

ャンスであり、貴重なウシ脳データバンクに

なると期待される。 

本研究の目的は、全国の自治体で展開され

ているＢＳＥ検査システムと連携し，最新の

ＭＲＩ装置を使ってウシの頭部疾患の生前

診断法（いわゆる「脳ドック」）を研究発展

させることである。さらに、２１ヵ月齢以上

およびＢＳＥ疑似患畜に対して非侵襲的画

像診断法であるＭＲＩを積極的に臨床応用

し，生前における頭部診断や病態解析および

診断技術の向上、鑑別診断法の確立，牛脳の

ＭＲＩデータの蓄積、ヒト新型クロイツフェ

ルト・ヤコブ病との比較など，独創的なウシ

の脳研究の推進も併せて行うものである。 

３．研究の方法 

これまでウシの頭部疾患に対する診断法

として外貌検査、神経学的検査、血液検査、

脳脊髄液検査、X線検査、脳エコー検査、脳

波検査など報告されているが、診断精度にバ

ラツキが大きく、その臨床応用が難しいのが

現状である。BSE の生前診断研究を発展させ



る基礎的研究として、MRI 装置による画像診

断法に着目しその可能性を検討し、ウシの脳

ドックの可能性が示唆され、今後の発展が期

待される。以下の方法について検討する。 

（１）ＢＳＥ疑似患畜に対してＭＲＩを積極

的に臨床応用することについては、山口県や

山口県家畜共済組合連合会の臨床獣医師等

と研究連携する。（２）生前における病態の

解析や診断技術の向上。鑑別診断法の確立や

牛脳のＭＲＩデータの蓄積については、西日

本の獣医学科と連携して収集。 

４．研究成果 

（１）MRI 検査を実施したウシのうち、頭部

疾患の疑われた例においては、死後および生

前 MRI 検査(塩酸キシラジン 0.2 0.3 mg/kg

筋肉内注射後、イソフルラン 2.0 4.0％の吸

入麻酔により維持)により、水無脳症(大脳症

状を呈し、大脳実質がほとんど存在しないも

の)、水頭症(大脳症状を呈し、大脳実質が存

在するものの顕著な脳室拡張が認められた

もの)、水頭症・小脳形成不全、眼窩内リン

パ腫、眼窩内嚢胞、眼窩内膿瘍、鼻腔内血管

肉腫、脳幹膿瘍、壊死性脳炎などが診断され

た。頭部 MRI 検査上異常の認められなかった

例のうち予後良好と診断した例は順調に発

育した。 

（２）ウシ頭部疾患に対する MRI 検査の診断

価値の向上を目的として、ウシで一般的な頭

部疾患である水頭症に着目し、脳室の大きさ

に関する量的診断法の作成を試みた。水頭症

の前提である脳室拡張の神経症状発現との

相関性に関してはウシにおいて報告がなく、

MRI 検査の臨床応用においてはその検討が不

可欠であると考えられた。MR 画像の量的解析

法として本研究ではVC比率(脳室-大脳比率)、

側脳室対称性、第三脳室-大脳比率を計測し

た。その結果、VC比率の設定された基準値に

よりウシ水頭症の診断的 VC 比率が提示され

た。基準断面における VC 比率を総合して計

測するため設定された Index(VC)においても、

その診断値が定義された。さらに先天性水頭

症例における第三脳室-大脳比率が正常値と

変わらないこと、脳室拡張が経時的に進行し

ないことが確認され、ウシ水頭症の鑑別診断

における MR 画像の量的解析法の応用性が示

唆された。 

 図１．牛の水頭症の MRI 水平断像：側脳室

の拡張と脳実質の萎縮が認められる。 

（３）MRI検査はウシの頭部疾患に対して診断

精度の高い優れた画像診断法であったが、生

体検査における危険性、費用、施設などの問

題により臨床応用に関して障壁が多いのが現

状である。また、研究期間中に、宮崎県で発

生した口蹄疫の影響により、ウシの材料が激

減し、本研究の遂行に支障が生じたが、これ

まで蓄積されたデータの分析等から今後も継

続研究する予定である。 



図２。正常牛の MRI 水平断における脳マップ
の基準面。大脳・小脳・大脳灰白質・大脳白
質を明瞭に描出している。 
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